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〈解説〉 

 1  文法・語法 4択 

1. (a) administer :「この国では、資格を有する医療の専門家のみが、これらの薬を患者に投与することが許され

ているというのは驚くにはあたらない」 

administer 「（薬を）投与する、管理する、運営する」 

(b) curse : 「呪う、悪態をつく、悩ませる」、(c) exploit : 「利用する、開発する、搾取する、（弱みなどに）

付け込む」、(d) swell : 「膨れる、膨張する」 

 

2. (c) fluid : 「もし患者の血液やその他の体液に触れてしまったら、あなたは以下に示された手順に直ちに従わ

なければならない」 

fluid 「体液、液体」 

(a) boundary : 「境界、境界線、限度」、(b) commodity : 「商品、日用品、生活必需品」、(d) transmission : 「送

信、伝達、伝染」 

 

3. (b) immune : 「残念ながら、たとえあなたがある年にワクチン接種を受けたとしても、その翌年のインフルエ

ンザに対しても免疫があるということにはならない」 

immune 「免疫がある、影響を受けない」 

(a) adjacent : 「隣接した、隣り合った」、(c) municipal : 「地方自治体の、国内の」、(d) toxic : 「中毒性のあ

る、有害な」 

 

4. (b) limbs : 「10歳にしては、私の息子は手足がかなり長い。そして今や彼はその手足を非常にゆっくりと伸

ばしてから身を起こしてベッドから出てくるだろう」 

limbs : 「手足」 

(a) fortnights : 「二週間」、(c) sovereignties : 「主権、支配権」、(d) yarns : 「糸、作り話」 

 

5. (b) predominant : 「有名なアナリストは成長を促進するであろう潜在的な好材料に触れているにもかかわら

ず、市場が世界経済の将来をかなり懸念しているという支配的な意見は根強い」 

predominant 「重要な、優勢な」 

(a) gross : 「総計の、全体の」、(c) reluctant : 「渋々の、気が乗らない」、(d) vertical : 「縦の、垂直の」 

 

6. (b) equivalent : 「スマートフォンの製造会社では、かつては高性能のコンピュータにしかなかった処理能力に

匹敵する性能を備えたモデルを製造しているが、一つにはそれが原因でそれらの価格はますます高騰してい

る」 

equivalent「匹敵する」 

(a) deliberate : 「意図的な、慎重な、熟考した」、(c) internal : 「内部の、内側の」、(d) sore : 「痛い、荒れた」 

 

7. (d) tolerance : 「このような忌まわしい人種差別の行為を受けて、市長は再び演説を行い、このような行為を

決して容認しないことを明言し、対抗策を打ち出す意向を示した」 

tolerance「容認、寛容、忍耐」 

(a) fate : 「運命」、(b) pedestrian : 「歩行者」、(c) scrutiny : 「精査、吟味、監視」 

 

8. controversial : 「これまでに収集した情報を慎重に見直した後、その医師は、合併症の危険がある患者の場合

を除いて、論争の的となっているこの新しい治療法を推奨することを決めた。これは、医学界からは激しい

反応を呼び込むことになりそうだ」 

controversial「物議を醸す、議論を呼ぶ」 

(b) hollow : 「空洞の、くぼんだ」、(c) profane : 「世俗の、冒涜するような」、(d) stiff : 「固い、堅苦しい」 

  



 

 2  不要文削除 

1. 主題は TCMであり、その歴史、現在の状況等に関して述べられている。 

 不要文「ある国は伝統医学で用いられる多くの動物を殺すことや、捕まえることを禁止している」は主題で

ある TCMと関係がない趣旨の文である。 

 

〈全訳〉 

しばしば TCMと呼ばれる伝統的な中国医学は、紀元前 3世紀に遡る医療システムだ。それは古代の治療師が

残した記録から生まれたのであり、彼らは身体、身体機能、そして漢方治療、マッサージ、鍼治療といった様々

な療法や治療に対する体の反応を観察し記録を取り始めた。二千年以上の間、何世代にもわたる治療師や学者は

知識を増やし、精緻なものとした。結果として、普通の風邪から癌、妊娠から高齢に至るまで、ほぼあらゆる種

類の健康問題に対処する規範となる文献が生み出された。中国は長く科学に基づく医学を受け入れてきたが、

TCMはいまだ国中で受け入れられており、科学に基づく医学的治療とともに病院や診療所でしばしば提供して

いる。TCMはまた国境を越えても受け入れられており、ある調査によると、それは現在世界中の 180を超える

国々で行なわれており、その産業規模は年間 600億ドル以上である。 

不要文：ある国は伝統的な医学で多くの動物を殺し、捕まえる事を禁止している。 

 

2. 主題はイルカの奇妙な行動を解明した新たな研究に関するものである。 

 「イルカはあらゆるものに関して選り好みが激しいこともある」は前後の文とつながりがなく、前後の流れ

を断ち切っている。 

 

〈全訳〉 

野生生物学者であるチュ－リッヒ大学のアンジェラ・ジルテナーは、深海に潜ったとき、ミナミハンドウイル

カが興味深い動きをしているのに気づくことがたびたびあった。イルカが一列に並んで、順番に海底のサンゴや

海綿に体を擦りつけていたのだった。ジルテナーはイルカの群れの一員として「受け入れられ」ているが、その

地位のおかげで彼女はイルカを動揺させることなく近づくことができるのだ。そして群れの一員となって 10年

以上経った後、彼女と彼女のチ－ムは何故イルカがこのような行動をとるのかを突き止めたと言ってよいだろ

う。イルカはサンゴや海綿を自分独自の薬局として使っているのかもしれない。無脊椎動物は抗菌性化合物や、

抗酸化作用やホルモン作用をもつ他の化合物を作るが、それらの化合物は恐らく、イルカが接触する時に、紅海

北部の水域に放出されているのだろう、とジルテナーと同僚が 5月 19日号のサイエンスの報告している。つま

り、体をこすり付けることでイルカは皮膚の健康を保つことができるのだ。ジルテナーはイルカの群れのメンバ

－がまるで入浴用ブラシのようにサンゴを使いながら泳ぎ、体の様々な部分をこすり付けている様子を動画でお

さめた。時にそれは穏やかな集会であることもある。「イルカが順番をめぐって争うようなことはありません」

とジルテナーは語る。「そうではなくて、イルカは順番を待って、泳いでいくのです」またある時は一匹のイル

カが単独でサンゴにやって来ることもある。 

不要文：イルカはあらゆるものに関して選り好みが激しいこともある。 

 

 

 

  



 

 3  文中語句整序 

(1) (Now a research team) at TUM has found proof of the correlation between physical fitness, concentration and health-

related quality of life for primary school pupils(.) 

 

選択肢の中で本動詞を含むものは (f) at TUM has found proof しかないため、これを “a research team” の直後

に置く。(c) の between に注目し，目的語として (a) physical fitness, concentration (d) and health-related (e) quality of 

life をその後に置き、<between A, B and C>の形をつくる。残った (b) for primary school pupils は (e) に対する修

飾語として文末に置く。 

 

(2) (At the same time,) in all tests for physical fitness overweight and obese children had significantly poorer results than 

underweight children and children with normal body weight(.) 

 

(a) children had significantly が文の主語と動詞であると考え、had の目的語として、results を含む (e) poorer 

results than をその後に置くと、significantly が poorer に対する修飾語として働くことがわかる。 (b) に含まれ

る形容詞 physical の後に置くべき名詞は (f) の fitness である。fitness の直後に続く “overweight and obese” が

構造的につながらないため、 “in all tests for physical fitness” で前置詞句を成しているとわかる。 “overweight and 

obese” が共に形容詞として修飾するのは (a) の children しかないため、(b) (f) (a) の順番となる。than の後ろ

には 、「太り過ぎで肥満の子ども」の比較対象として「痩せすぎの子どもと標準体重の子ども」になるよう、 

(d) underweight children and children (c) with normal body weight を置く。 

 

(3) (This means it is) all the more important to encourage motor development in children at an early stage, since this can 

also have a positive impact on the development of mental fitness(.) 

 

(c) の since の品詞に注目する。前置詞だと仮定すると後ろには名詞が来るが、ここでは後続できる選択肢が

ない。接続詞とすると後ろには節が導かれるので、 (b) this can also have a positive impact が妥当である。さらに 

impact と共起する on を含んだ (f) on the development をつなげる。 “it is”に続く語句としては、(e) の important 

が形容詞、(d) の “to encourage” が to 不定詞であることを踏まえると、<It is 形容詞 to do ~> という形式主語

構文になっていることが推測できる。(d) の “motor development” の後に (c) の “in children at an early stage” を

置いて、「幼少期の子どもの運動能力の発達」という意味をつくる。残った (a) は (d) の “motor development” 

とは意味的につながらないため、文末に置き、 “the development of mental fitness” 「健全な心の発達」とする。

なお、本問では <all the 比較級 because [ since ] ~> 「〜なのでその分よりいっそう…」という構文が用いられ

ていることも押さえたい。 

 

 

(4) (This) is a great example for how different stakeholders can work together and help motivate children to be more 

athletically active(.) 

 

 文頭の This は主語（もしくはその一部）になると仮定し、それに対応する動詞を検討する。 (f) stakeholders 

can work は stakeholders と複数形になっているので、This の後ろに置くことはできない。(c) であれば、 “This 

is a great example” となり、主語と動詞の数が一致する。 そして、(b) for how different を続ければ、example の

具体的内容を how の疑問詞節で説明できる。ここで、疑問詞は節を導くことができるという点に着目する。(f) 

stakeholders can work を how 節の主語と動詞とし、(d) together and help motivate を続ければ、 “work together” 

「協力する」という成句ができ、また、 and が 二つの動詞 “work together” と “help …” をつないでいること

もわかる。help は 目的語に to 不定詞だけでなく、原形不定詞をとることもできる。本問でも motivate が原形

となっている。さらにその目的語として、(e) の children を置く。 最後に (a) を置き、 “to be more athletically 

active” 「もっと運動の面で活動的になれるように」という副詞句をつくる。 

 

  



 

 4  長文読解 

1.［空所補充］ 

(1) (c) While the former claim will make sense to many, the ( latter ) will sound odd to many. 

「前者の主張は多くの人にとって納得できるものだが、後者は奇妙に思われるだろう」 

(a) prior 前の、優先される  (b) primary 最初の、主要な  (d) tertiary 第 3の 

the former 「前者」があるので、その対比表現である the latter「後者」を入れる。 

 

(2) (b) By contrast, in Japan, people are not so willing to stand by their words and opinions ( even though ) the country is a 

democracy. 

「それとは対照的に、日本は民主主義国家であるにも関わらず、日本では人々自らの言葉や意見で目立つこ

とを好まない」 

(a) besides ～に加えて  (c) as if  まるで～かのように  (d) unlike ～とはちがって 

前半の節と後半の節が相反する内容なので、「～だけれども」の意味の接続詞である even though を入れる。

(a)は前置詞または副詞、(d) は前置詞で接続詞ではない。 

 

(3) (c) Lastly, many also point to Japan’s ( poor ) cybersecurity track record. 

「最後に、多くの人が日本のサイバーセキュリティの実績が悪いことも指摘している」 

(a) maximum 最大（の）   (b) tight きつい、厳しい  (d) good よい 

日本人がネット上のプライバシーにこだわる理由として挙げられているものの一つであることを考慮すると

答えが決まるだろう。また、直後の文で、企業や病院や政府で個人データの紛失や漏洩が具体例として挙げ

られていることからも予想できる。 

 

(4) (d) For these reasons and others, many Japanese users are, to say the least, ( wary ) about sharing their views. 

「こうした理由などから、多くの日本人のユーザーは、自分の見解を人と共有することに対して、控えめに

言っても、用心深くなっているのだ」 

(a) confident 自信がある  (b) trusting 信用している  (c) informed 知らされている 

日本人が大っぴらに意見を述べることを嫌がるという文脈なので、be wary about （～に用心深い）を選択す

る。 

 

(5) (a) AI has ( bothered ) Musk for a long time. 

「マスク氏は、ずっと以前から AIのことで頭を悩ませてきた」 

(b) satisfied 満足させた  (c) amused 楽しませた  (d) confused 混乱させた 

後続の文のマスク氏の行動（AIへの出資拒否や危険性の警告）と矛盾しない選択肢を選ぶ。 

 

(6) (d) Also, it is too early to say how Musk’s mission will affect the long term ( ubiquity ) of Twitter in Japan. 

「また、日本における長きにわたるツイッターの偏在性にマスク氏の仕事がどのように影響するのかを断言

するには、時期尚早である」 

(a) eligibility 適任  (b) oddity 風変わりな物（人）  (c) serenity のどかさ、おちつき 

第 1段落第 4文に日本はツイッターの使用者数が世界 2位であると述べられている。また、空所の直後の文

に日本に多くの熱心なファンがいることが述べられている。これは、ツイッターの偏在性を表していると考

えられるので、ubiquity を選択する。 

 

  



 

2.［内容一致］ 

(a) 「日本の企業や組織には、データの漏洩を防いできたしっかりとした実績がある」 

 第 3 段落第 5 文以降の、企業などによる個人データの損失や漏洩が長年起きているという内容に反してい

る。 

 

(b) 「自分の言葉や意見に責任を持つ」という言い回しは、自分のアイデンティティを隠すことを意味してい

る。 

 “the ownership of one’s words and opinions”という表現は、民主主義において自らの発言に責任をもつことの

大切さを述べる意味で第 2段落第 4文で使われており、この選択肢とは逆の内容である。 

 

(c) 「ツイッター・ユーザーの多くは、ツイッターで本当の身元を明かしたいとは思っていない」 

日本人が意見を述べることで自分や家族に害が及ぶことを恐れている「閉じた社会」である（第 3段落第 3

文以降）日本で「匿名性」を保てるツイッターが世界で 2番目に人気がある（使用者が多い）ことから、こ

のように考えられる。 

 

(d) 「ソーシャルメディアのボットは、人の意見の表明を効果的に促すことがまだできていない」 

 第 4 段落最終文に、ボットがツイッターやフェイスブックに人間を装って投稿し、市場や投票行動が影響

される場合がある、とあり、選択肢の内容はこれに反している。 

 

(e) 「あらゆる人を認証する」とは、おそらくはツイッター・ユーザーがボットではないことを確認するという

意味である。 

 第 5 段落第 6 文で、「ユーザーが本当に人間であることを確認するために何らかの個人情報を要求する」

と説明されている。人間である、とはボットではないことを意味しているのでこの選択肢は正しいと言え

る。 

 

(f) 「ツイッターの使用が、日本企業のデータ・セキュリティの甘さを際立たせてきた」 

 日本企業のデータ・セキュリティが甘いことについては第 3 段落第 5 文以降に述べられているが、ツイッ

ターの使用との関連性は述べられていない。 

 

(g) 「ツイッターのオーナーが変われば、日本でのツイッターの今後の人気は疑わしいものとなる」 

 第 1段落第 4，5文で、イーロン・マスク氏がツイッター社を買収すれば、世界で 2位である日本でのツイ

ッターの人気が変化するだろう、とあり、この選択肢の内容と合致している。 

 

 

  



 

 5  長文読解 

1. Choose the phrase that fits best in the (       ) in the article. 

「本文中の（      ）の中に入れるのに最も適した語句を選べ」 

正解は(b)の a scientific first for である。空所を含む１文のおよその意味は「その研究は死後検体から得られた

眼球に関する最初の科学的な研究であり、水曜日にネイチャ－に発表された」である。<a first for ~> で「～

では初めてのもの」という表現である。 

 

2. According to the article, what did the new study find about the eyeballs of deceased donors? 

「本文によると、亡くなったドナ－の眼球に関して、新しい研究でわかったことは何か」 

正解は(b)の「亡くなったドナ－の光感受性細胞は、その機能を回復させることができる」である。第 2段落

第 4文が根拠となる。その 1文のおよその意味は「その後、網膜を電気的に刺激したところ、人間の網膜の

中心視野を担う領域である、黄斑部にある光受容体の自然な電気パルスを回復させることができた」である。 

 

3. Which of the following method is used in the new research? 

「新しい研究で用いられているのは次のどの方法か」 

正解は(c)の「亡くなったドナ－の眼球のための特注の容器を利用した」 

第 2段落第 3文が根拠となる。その 1文のおよその意味は「運搬時に酸素を切らさない特注の容器を使って

眼球を運搬し、養分の流れを維持した」である。 

 

4. According to the article, what is the main cause of age-related vision loss globally? 

「本文によると、全世界で加齢性の視力喪失の主な原因となっているのは何か」 

正解は選択肢(a)の「黄斑変性」である。第 6段落第 1文が根拠となる。その 1文のおよその意味は「加齢性

黄斑変性は世界的に失明の主要な原因となっており、～」である。 

 

5. Which statement is NOT correct about the article? 

「本文について正しくない説明はどれか」 

正解は選択肢(c)の「老化の過程は人の視覚障害と全く関係がない」である。設問 4と同じく第 6段落第 1文

が根拠となる。先述の内容から、この選択肢が本文に合致しないとわかる。 

 



 

講評 

 1 ［文法・語法四択］ （標準） 昨年度より易化。受験レベルの医学用語を勉強していれば、対応可

能なレベルの語彙が出題されており、医学用語以外の設問に関して

も語彙レベルは標準的。選択肢の中に難単語も混じっているが、答

えとなる単語は標準的である。 
 2 ［不要文排除］ （やや易） 昨年度より大幅に易化。選びやすい問題であり、確実に得点するこ

とが求められる。 
 3 ［文中語句整序］ 
 

（やや易） 昨年度より易化した。動詞が複数含まれる設問は一つだけで、基本

的な文法・語法の知識で十分こたえられる問題である。前後の文脈

をヒントにすることで解く時間を短縮することができる。 
 4 ［長文総合］ 
 

（やや易） 「ツイッターにおける匿名性を巡る方針転換が日本人ユーザーにも

たらす影響」に関する英文。文章レベルはやや易。身近な話題でも

あり読みやすく解答もしやすいが、一部紛らわしい選択肢がある。 
 5 ［長文内容一致］ （標準） 「死後検体から得られた眼球を用いたニューロン再接続に関する研

究」に関する英文。文章内容はやや難しいが、選択肢は比較的選び

やすい。 
 
大問 1、2、3が易化。これらの大問で確実に正解しておきたい。大問 5は昨年度よりもやや解きづらい。
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解答速報
メルマガ無料登録で全教科配信！

0120-146-156
受付 9～21時（土日祝可・携帯からOK）
大阪市中央区石町 2-3-12
ベルヴォア天満橋

https://www.mebio.co.jp/

03-3370-0410
受付 8～20時（土日祝可）
東京都渋谷区代々木
1-37-14

https://yms.ne.jp/

本解答速報の内容に関するお問合せは… 英進館メビオ福岡校 0120-192-215 まで

0120-192-215
福岡市中央区渡辺通４-8-20
英進館 天神本館新2号館2階

https://www.mebio-eishinkan.com/


